
天然歯とインプラントのメインテナンス　
～インプラント治療を成功に導くために、私たち歯科衛生士ができること～

日　時 ： 東　京 ▶2019年 2月 17日（日)　13：30～16：30

会　場 ： 東　京  ▶KFCホール＆ルームス（両国）

受講料 ： 8,000円（税込）　　定員：48名

● ご参加いただいた方には、 当日紹介する口腔衛生ツールの
　 サンプルを差し上げます。

【 天然歯とインプラントのメインテナンス 】　
～インプラント治療を成功に導くために、私たち歯科衛生士ができること～

■ 講演内容
・ インプラント周囲炎のリスクファクター
・ インプラント周囲炎を予防するために
・ インプラント周囲炎が起きてしまったら…
・ インプラント用インスツルメントとセルフケアグッズのいろいろ
・ メインテナンスプログラム～アセスメントとケアプラン
・ 超高齢社会でのインプラントをどう捉えるか
・ 禁煙プログラムを考える

講師：河野　章江（こうの ふみえ）先生
東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科非常勤講師
講道館ビル歯科・口腔外科勤務
日本歯周病学会認定歯科衛生士 / 日本口腔インプラント
学会認定インプラント専門歯科衛生士 / 日本歯科衛生学
会会員 / 日本歯周病学会会員 / 日本口腔インプラント学
会会員 /東京医科歯科大学歯科同窓会学術委員
ＮＰＯ法人 入れ歯でカムカム会　理事

天然歯でもインプラントの場合でも、適切なプラークコントロールが治療の成否を決定す
るといえるでしょう。患者さん自身に効率のよい適切なセルフケア（ホームケア）を実践
していただくために、口腔清掃ツールの選択にも私たちのプロフェッショナルな目が求め
られます。

また、長期にわたりインプラント治療を成功に導くためには、軟組織の環境や上部構造の
清掃性などの局所的リスクファクター、生活習慣や全身的なリスクファクターを考慮して
いきます。

メインテナンスを行う目的は、インプラント周囲炎の予防と早期発見、早期治療であると
いえますが、メインテナンスプログラムについて確実なガイドラインがないのが現状です
し、インプラント周囲炎の治療法についても、エビデンスが十分にあるとはいえません。
それでもインプラントの患者さんは増えていきます。インプラントが長期に機能できるよ
うになったことで、超高齢社会においては新たな課題が指摘されてきています。要介護
生活になった場合に、インプラント治療のその先にはどのような問題が待ち受けているの
でしょうか？

これまでインプラントに携わったことのない方にも、“今” 直面している問題に悩んでいる
方にも、明日からの臨床にお役立ていただける内容です。どうぞご参加ください。

【 天然歯とインプラントのメインテナンス 】　～インプラント治療を成功に導くために、私たち歯科衛生士ができること～　申し込み用紙

FAX番号　03-3635-1060　お申し込みはホームページからでも可能です　URL:www.crossf.com

当日連絡先電話番号

※ご入金確認後、正式な申込とさせていただきます。講演会の内容は変更になることがあります。ご了承下さい。

お申込・お問合せは クロスフィールド（株）まで

CrossField    www.crossf.com

スマートフォンからもお申込み頂けます


